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事 務 所 だ よ り  

 
 

令和元年７月号 

 

～セクシュアルハラスメント等の防止対策も強化されます！～ 

改正ポイント１：パワーハラスメント対策の法制化 ～労働施策総合推進法の改正～ 

※ パワーハラスメントの措置義務については、中小企業は、公布後３年以内の政令で定める日までの間は、

努力義務となります。 改正法は令和元年6月5日に公布。 施行時期：公布後１年以内の政令で定める日 

○ 職場におけるパワーハラスメント防止のために、雇用管理上必要な措置を講じることが事業主

の義務となります（適切な措置を講じていない場合には是正指導の対象となります）。 

○ パワーハラスメントに関する紛争が生じた場合、調停など個別紛争解決援助の申出を行うこと

ができるようになります。 

職場におけるパワーハラスメントとは、以下の３つの要素をすべて満たす

ものです。※ 適正な範囲の業務指示や指導についてはパワハラに当たりません 

①優越的な関係を背景とした 

②業務上必要かつ相当な範囲を超えた言動により 

③就業環境を害すること（身体的もしくは精神的な苦痛を与えること） 

○ 雇用管理上の措置の具体的内容 

▶  事業主によるパワハラ防止の社内方針の明確化と周知・啓発 

▶  苦情などに対する相談体制の整備 

▶  被害を受けた労働者へのケアや再発防止等事業主の義務となります！   

改正ポイント２：セクシュアルハラスメント等防止対策の実効性の向上 

 ～男女雇用機会均等法、育児・介護休業法、労働瀬策総合推進法の改正～ 

１ セクハラ等の防止に関する国・事業主・労働者の責務が明確化※されます 

※ セクハラ等は行ってはならないものであり、事業主・労働者の責務として、他の労働者に対する言動に注

意を払うよう努めるものとされています。（パワハラ、いわゆるマタハラも同様（２、４も同じ。）） 

２ 事業主にセクハラ等に関して相談した労働者に対して事業主が不利益な取り扱いを行うことが

禁止されます 

３ 事業主は、自社の労働者が他社の労働者にセクハラを行い、他社が実施する雇用管理上の措置

（事実確認等）への協力を求められた場合にこれに応じるよう努めることとされます 

※ あわせて、自社の労働者が他社の労働者等からセクハラを受けた場合も、相談に応じる等の措置義務の対

象となることを指針で明確化します。 

４ 調停の出頭・意見聴取の対象者が拡大※されます 

※ セクハラ等の調停制度について、紛争調整委員会が必要を認めた場合には、関係

当事者の同意の有無に関わらず、職場の同僚等も参考人として出頭の求めや意見聴取

が行えるようになります。 

https://sugiyama-office.p-kit.com/
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全被扶養者に対し実施される協会けんぽの被扶養者資格再確認 

～本年度は 9月下旬～10月下旬にかけて行われます！～ 

健康保険の被保険者の家族のうち、一定の要件を満たした人は被扶養者となることができます。

一旦、被扶養者の手続きが完了すると、加入要件から外れていたとしても、被保険者から届出

を行わない限り、被扶養者である状況が続くことになります。このような背景もあり、協会けんぽでは、

健康保険の被扶養者となっている人が、現在もその状況にあるかを確認しています。 

 今回、協会けんぽでは 9月下旬から 10月下旬にかけて「被扶養者状況リスト」を送付することで確

認を行うことが発表されました。例年、18歳以上の被扶養者の人を対象としていましたが、今年は 18

歳未満の被扶養者の人も含めて確認を行うとのことです。 

★再確認の対象となる被扶養者・・・平成 31年 3月 31日において被扶養者として認定されている方  

※本年度は 18歳未満の被扶養者の方も含めて確認を行います。 

★提出期限・・・ 被扶養者資格の再確認が完了次第提出。（提出期限：令和元年 11月 20日） 

～お遍路にて・・・第 150回～ 

今年４月６日（土）に開催された託麻三山八十八ヵ所ウォーキング会は、快晴に恵まれ過去

最高の参加者２００名を超える老若男女がお集まりでした。しかし、傾向として若い男女は

少なく子供達は数人、それに比べて健脚を自慢する年配の女性の皆さんが何と多いことか！

ご夫婦での参加も有りましょうが、旦那は捨て置いて家でお留守番、楽しいことは我一人

楽しむ女性達の賑やかで楽しそうなこと。しかも、流行のウォーキングスタイルにやや無

理に押し込めたサシ多めの筋肉の悲鳴が聞こえて来そうでしたが、さわやかな笑い声が、

それを打ち消していました。桜、満開ですもの・・・ 

 かく言う私のいでたちは、お遍路の正装で参加しました。とても一人では菅笠に白衣、金剛杖まです

る勇気はなかったのですが、同行した友人の一言、「自分の姿は自分には見えない」、なんとも含蓄のあ

る表現です。主催者の方々は、趣旨に沿っているので歓迎されていましたが、「何もそこまでする必要

はないのにね」と背中で聞こえました。完璧に皆さんから浮いて

しまいました。御のぼりさん！！ 

 託麻三山八十八ヵ所の札所は、ほとんどが民家の敷地内にあり

ます。例年のことですが、お参りに来た方々へのお接待もそれぞ

れに準備されていました。飲料水、バナナ、お菓子類など準備も

大変だったでしょう、参加された方々もお賽銭をあげていますが

１円玉がほとんど。気持ちの問題とはいえ、少しさびしい気持ち

が残ります。 

 ２０キロを廻らないといけませんので、早足での移動になりま

すが、最後尾につけて、せめて蝋燭、線香を上げて、「南無
な む

大師
た い し

遍照
へんじょう

金剛
こんごう

」と御宝号を三遍唱えました。 

 「二人だけお遍路姿で参加していた人がいたねぇ」と聞こえて

きたら幸いです。 

http://blog.livedoor.jp/roumucom/archives/52172059.html

